
 

 

２０２３年５月９日 

  

「ヤクルトサステナビリティキャンペーン」を実施 

 

株式会社ヤクルト本社（社長 成田 裕）は、グループ全社統一キャンペーンである「ヤクル

トサステナビリティキャンペーン」を、２０２２年１１月にヤクルトグループ全従事者を対象

に実施しました。 

今回のキャンペーンには２つの企画があり、企画１は、ヤクルトグループと特に関わりの深

い８個のＳＤＧｓ目標※１から１つを選択し、自分の業務をとおして貢献できる“一人ひとりの

ＳＤＧｓ行動宣言”を募集しました。 

自分たちの行動が寄付につながることもあり、３４，４０６名が参加し、合計達成ポイント※２

を金額換算し、特定非営利活動法人 国際連合世界食糧計画ＷＦＰ協会※３の「学校給食支援」お 

よび「母子栄養支援」に総額８４５，０００円を寄付しました。 

企画２は、ヤクルトグループ内において、サステナビリティに関する取り組みをさらに推

進していくための“グループみんなのサステナビリティ行動宣言”を募集しました。その結

果、「人と地球のために、今行動しよう！（英語版：Let's act now for people and planet.）」

に決定しました。 

 また、本キャンペーンの一環として、公益財団法人オイスカ※４の「子供の森」計画※５に寄付

しました。この寄付金は、インドネシア、フィリピンなどの活動に活用されます。 

さらに、「環境アクション（２０２１－２０２４）※６」の重点テーマである「生物多様性の

保全と活用」への取り組みとして本社工場、国内のヤクルトグループの工場等にて植樹等を実

施しました。 

当社では、今回決定した“グループみんなのサステナビリティ行動宣言”を活用して、ヤク

ルトグループ全従事者のサステナビリティ意識の向上を図り、取り組みをさらに推進していき

ます。 

なお、本キャンペーンの概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

１．名  称：ヤクルトサステナビリティキャンペーン 

２．期  間：２０２２年１１月１日～１１月３０日（海外事業所では、２０２３年１月に実施） 

３．対  象：ヤクルトグループ全従事者 



 

 

４．実施内容： 

（１）“一人ひとりのＳＤＧｓ行動宣言”の募集 

   ①参加者：３４，４０６名  

②参加者の達成ポイント（合計） :８４５，０００ポイント 

（２）“グループみんなのサステナビリティ行動宣言”の募集 

①応募事業所数：１２４事業所 

②決定した行動宣言 

 日本語版：人と地球のために、今行動しよう！ 

 英 語 版：Let's act now for people and planet. 

③考案事業所 

 岐阜ヤクルト販売㈱、㈱ヤクルト北陸 

両社の行動宣言案が類似していたため、この２社を考案事業所としました。 

（３）公益財団法人オイスカの「子供の森」計画への支援金として、１０万円を寄付 

（４）「環境アクション（２０２１－２０２４）」の取り組みの一環として、本社工場、国内

のヤクルトグループ工場等で植樹等を実施 

 

【サステナビリティキャンペーン報告ポスター】 

 



 

 

※１ ヤクルトグループの企業活動はＳＤＧｓ１７目標の達成に広く関わりますが、マテリアリティ

を踏まえ、ヤクルトグループと特に関わりが深いＳＤＧｓ目標を次の８つと捉えています。「３

番：すべての人に健康と福祉を」、「５番：ジェンダー平等を実現しよう」、「６番：安全な水

とトイレを世界中に」、「８番：働きがいも経済成長も」、「９番：産業と技術革新の基盤をつ

くろう」、「１２番：つくる責任つかう責任」、「１３番：気候変動に具体的な対策を」、「１

７番：パートナーシップで目標を達成しよう」 

※２ ポイントは、対象期間の３０日間で概ね達成できる目標を立て実行し、達成度合いを数値化し

ました。また、一人最大３０ポイントとしました。 

※３ 特定非営利活動法人国際連合世界食糧計画ＷＦＰ協会は、国連ＷＦＰを支援する団体です。 

国連ＷＦＰは、２０３０年までに飢餓のない世界を目指して活動する国連の唯一の食料支援機

関です。世界中の緊急時に食料、現金やその他必要となる支援を届けています。また、持続可

能な農業を促進し、各国の政府や地域コミュニティと連携して長期的な開発支援に尽力してい

ます。 

※４ アジア・太平洋を中心とした地域で、農村開発、人材育成、環境保全を推進している国際     

ＮＧＯです。 

※５ 子どもたち自身が、学校の敷地や隣接地に苗木を植え、育てていく活動を通じて「自然を愛す

る心」、「緑を大切にする気持ち」を養いながら、地球の緑化を進めていこうというプログラ

ムです。 

※６ 人と地球の共生社会の実現を目指すヤクルトグループの環境ビジョンとして、２０２１年３月

に「環境ビジョン２０５０」を定めました。また、その中期的マイルストーン「環境目標 

２０３０」、短期的マイルストーン「環境アクション（２０２１－２０２４）」も策定し、

実効性のある取り組みを推進しています。 

 

 

以 上    

 


